
 

令和７年度事業報告書 

特別養護老人ホーム諶之丞の丘 

 

１．運営方針 

（１）特別養護老人ホーム諶之丞の丘は愛・敬・誠の基本理念のもと、利用者が安心して快 

適な生活が送れるよう、明るく家庭的な雰囲気づくりに努めました。 

 外部交流の機会として、お誕生会にのぞみこども園の園児に来ていただき、園児とふ

れあいを持つことで利用者が大変喜ばれておりました。外出の機会を増やし、この春

からはお花見、ドライブ、秋には獅子舞見学など、季節感を味わっていただけるよう

取り組みました。 

 

（２）特別養護老人ホームでは、入所が順調に進み、年間平均利用者数は４８、８人、平均

利用率は９８．３％となりました。（利用実績は、別紙のとおり） 

 

（３）短期入所生活介護事業は、令和７年度も新型コロナウイルス感染症の発生による利用

制限があり、年間平均利用者数は６．９人、平均利用率は８４．０％でした。（利用実

績は別紙のとおり） 

 

２．事業報告 

（１）職員 

①介護職員等の処遇改善 

    介護職員処遇改善加算・特定処遇改善加算を受け、昨年度に引き続き介護職員をは 

    じめ、全職員の処遇改善を行いました。 

   ②資質向上 

     施設内の各委員会での課題検討や勉強会等を中心に職員の資質の向上に努めました。 

     

（２）委員会活動（毎月１回開催） 

【事故防止・ヒヤリハット委員会】  

・事故報告書、ヒヤリハット報告に基づき具体的な防止対策について検討を行いまし

た。 

   【感染症予防委員会・感染症対策委員会】 

・感染症に関する知識・情報の共有とともに、施設内感染を防ぐ方策等について検討 

を行いました。感染症対策委員会では指針の見直し等を実施しました。 

【身体拘束防止委員会・身体拘束対策委員会】 

    ・過去の事例等により身体拘束にならない介護方法等について検討を行いました。 

身体拘束対策委員会では指針の見直し等を実施しました。 



   【虐待防止委員会・虐待防止検討委員会】 

    ・職員による虐待アンケートを実施し、原因と対策について虐待防止について議論を

行いました。次年度も引き続き虐待防止の対策を行うことで一致しました。 

   【褥瘡予防委員会】 

    ・褥瘡予防のための介護方法、栄養や介護用品の検討を行いました。 

   【入浴検討委員会】 

    ・利用者の入浴時の介護方法や事故防止について話し合い、情報共有を行いました。 

   【レクリエーション・給食委員会】 

    ・誕生会ではのぞみこども園の園児来苑、香川短期大学付属幼稚園とは ZOOM によ

るテレビ電話を使用し園児との交流を行いました。施設内での催しは気候の良い春

先はドライブなど外出の機会を設け、久しぶりに外の空気を感じて頂くことができ

ました。敬老会では職員手作りの帽子とちゃんちゃんこを着用していただきお祝い

を行いました。またおやつ作りも定期的に行い、利用者にお楽しみいただきました。

ユニット内でのレクや時節にあった飾りつけを行い季節感が感じれるように実施し

ました。（正月、こいのぼり、ひな祭り、クリスマスなど） 

     

 

（３）利用者 

  ①利用者と家族の同意に基づいたケアプランを作成し、適切な管理に努めました。 

  ②利用者には、自立支援・機能維持に向けて可能なかぎり機能訓練（リハビリ）を行い 

ました。 

  ➂定期健康診断を年１回行うとともに、嘱託医師による健康管理を週１回行いました。 

また、日々のバイタルサイン、食事量、体重変化の管理と排便記録を行い健康管理に 

努めました。 

 

 （４）家族 

①面会時には利用者の近況を伝えるとともに、文書発送時には写真等を同封するなど、 

情報の提供に努めました。 

②居室での面会を開始し、利用者とのふれあいの機会が持てるよう配慮に努めました。 

 

（５）苦情等の受付 

    苦情・要望件数 ０件 

    

（６）地域との交流 

１０月に開催されたたからだ文化祭に利用者の作品を出品し、地域の方にご覧いただ

きました。 

 



令和７度事業報告書         

香川短期大学附属のぞみこども園 

 

１．運営方針 

 幼保連携型認定こども園における教育及び保育は、義務教育及びその後の教育の基礎を培う

ものとして、子どもの健やかな成長が図られるよう環境を整えその心身の発達を助長するとと

もに、保護者に対する子育ての支援を行うことを目的としています。 

乳幼児期は、子どもの健全な心身の発達を図りつつ生涯にわたる人間形成の基礎を培う重要

な時期です。そのため、乳幼児期全体を通して、子どもの最善の利益を考慮しつつ、その生活

を保障し、生きる力の基礎を培い、保護者と共に園児を心身ともに健やかに育成するように努

めました。 

また、教育・保育の質の確保及び職員の資質向上を目指すとともに保護者の就労形態の多様

化に柔軟に対応し、こども園の持つ機能を十分に発揮できるよう努めました。 

 

２．事業報告 

（１）職員 

①保育教諭等処遇改善 

   保育教諭等処遇改善加算・公定価格の改定により職員の処遇を改善しました。 

②園外研修 

   職員の資質向上のため、園外(オンライン含む)の 80 研修に参加しました。 

③園内研修 

・各クラス単位で研究保育を行い、課題・改善を話し合い資質向上に努めました。 

            ・職員会において、園外研修会に参加した職員による研修報告から新しい情報を受け、話し合

うことで共通理解を図ったり、保育の中に取り入れたりしました。 

・若手保育士研修では、日々のエピソードや子どもの発達から手作りおもちゃを考えての実践、

振り返り、話し合う場を持つことで改善しながら資質向上に努めました。 

・職員一人一人が得意なことや好きなことから選んだチームで、話し合ったり子どもと一緒に

遊びを広げたり、環境に活かすなど年間を通じて生き生きと研修をすることができ、職員の

活力と自信に繋がっていました。 

・日々の保育の中でのヒヤリハットから安全に対する共通理解を図りました。また、地震、火

災、水害、竜巻などを想定した避難訓練を毎月行い、常に子ども達が安全に避難できるよう

職員間の連携を図りながら行うことや保護者に様子を配信し、災害への意識を高めました。 

④善通寺市幼児教育の推進向上事業 

・香川県の幼児教育スーパーバイザーと善通寺市の幼児教育アドバイザーの派遣事業において

9 月に指導訪問を実施。職員の資質向上に繋がる学びの場となりました。 

   

 



  

 

 

（２）園児、保護者 

①０、１、２歳児 

・ゆるやかな担当制のもと、一人一人の保育計画に基づいて丁寧に関わっていきました。 

・異年齢クラスでは発達の違いを考慮した保育を実践し、発達を援助していきました。 

・保育者など身近な人と気持ちが通じ合う体験を通して、信頼感や安心感を育み、基本的な生

活習慣の自立に向けて一人一人の応じた援助を行いました。 

②３、４、５歳児 

・遊びを通した友だちとの関係づくりや子ども自ら考えたり試したりする力が育つように環境

を整え、意識的に援助していきました。 

・幼児期の終わりまでに育って欲しい 10 の姿を意識して丁寧に関わっていきました。 

・年齢に応じた音楽・体育・造形・文学・自然などの課業を計画、実行しました。 

・５歳児は、入学予定の小学校での交流の場に参加をしました。また、１月には善通寺市幼児

教育研修会の一環として小学校の教諭が参観し、話し合う等連携を図りました。４月には小

学校での授業の様子を参観し、小学校での様子と園の時の様子を話し合い子ども達が緩やか

に小学校へと繋げられるよう連携を行いました。 

③保護者 

・園児が遊んでいる様子をコドモンシステムで配布することで園児の様子を伝えました。 

・運動会は、親子競技など親子での触れ合いや地域・祖父母・卒園児との交流が持てるような

プログラムを実施し、笑顔いっぱいの楽しいひと時になりました。 

・保育参観を１週間実施し、普段の様子を見ていただいたり、子どもの遊びに混ざり体験して

いただいたりしました。また、家庭学級として発達や絵本・食育・安全について講演を聞く

機会を持ち、保護者間の交流を促しました。その中の一つとして月の集いでは、子ども達と

一緒になって誕生児を祝ったり、リズムを手で叩く遊びにも参加していただき、楽しいひと

時を味わっていただきました。 

  ・個人懇談では、子育てについての悩みや園や家庭での様子を伝え合う機会となりました。ま

た、「とも♡あゆ」や「なかよし広場」といった園児以外の悩みや未就学児の遊び場としても

園を開放するなど家庭支援・子育て支援の充実を図りました。 

 

（３）食育関係 

①栽培・クッキング活動 

・食育の一環として元気な土作りから「元気野菜」を収穫する体験をしました。 

･園児が育てた野菜を給食メニューに取り入れたり、家庭に持ち帰り感想を給食だよりで知ら

せたりしました。 

・味噌づくり、打ち込みうどん、クッキーづくりなどマスク・ビニール手袋の着用など対策を



十分行った上で実施しました。 

③アレルギー対策 

  ・園で初めて食べる食材がないように、食材表をもとに家庭で摂取後アレルギーが出ないこと

を確認して給食で提供するように徹底しました。また、未摂取の食品に対し、誤食が起こら

ないよう調理、盛り付け、対応確認（配膳）、食事援助等携わる人が確認をし間違いがないよ

う行いました。 

④食材の見直し 

・食材の大きさや形態など、子どもがのどに詰めたり気管に入ったりしないように定期的に話

し合い子ども達の発達に合わせた提供ができるようにしていきました。 

（４）施設環境 

・施設機能強化推進加算において、避難用備品を購入しました。 

・給食室の食器保管庫が故障し購入しました。 

 ・１階の電動ウォーニングが故障しモーターを交換しました。 

・壁のおおとりのコーキングが剥げ落ちてきたため、カバーをし修繕を行いました。 

・厨房の床が剥がれるなどの傷みがあったため塗装を行いました。 

・外トイレの雨漏りが見られたため、補修を行いました。 

・哺乳瓶の殺菌保管庫が故障したため、購入しました。 

・業務をスムーズに行うため、パソコンを買い替えました。 

 

（５）健康・安全 

・保育時間中に園児が病院受診した怪我等については、リスクマネジメント委員会で事故原因、

対策について話し合いの場を持ち事故防止に努めると同時に、危険箇所がないかヒヤリハッ

ト委員会を行いました。 

・玩具や室内の消毒など、ウイルスを持ち込まない、広げないように努めました。また、感染

症の連絡があった場合は、速やかにコドモンや掲示等で保護者への連絡を行い、啓発に努め

ました。 

・セアカゴケグモや毛虫、蟻などの害虫駆除や園庭の掃除など子ども達が安全に遊べるような

環境づくりに努めました。 

 

（６）苦情処理関係 

  ・令和７年度 苦情・要望件数  ２件   

   

（７）実習生、体験学習生の受入 

・香川短期大学子ども学科実習生                ９名 

・香川短期大学生活文化学科食物栄養専攻            ２名 

・尽誠学園高等学校看護科                  １０名 

・尽誠学園アビリティコース                 １６名 



・香川看護専門学校                     ２４名 

・香川短期大学主催高校生の実習                ８名  

 

 

 


